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　　 麦汁 中の 糖組 成 、 及 び 醸 造工 程 中 の 有機酸量 変化 と ビ ール 品質 との 関連
133
　　 （ア サ ヒ ビ ール 。 商品技術研究所 ）

　 　 　 　 尾 関正彦

　古 くか ら ビ ール づ くりに お ける原 料 と ビ ール 品質 との 間に 密接な関係 が あ る こ とが 知 ら

れ て お り、 中で も リ ン トナ
ーの 「麦 芽 は ビ ール の 魂 で あ る 」 は こ の 関係 を表 す言葉 と して

特 に 有名 で あ る 。 また 、 近 年 に な り 、 各 種分析 技術の 発展 と相 ま っ て
、 原料由来 の 各成 分

が 工 程 中で ど の よ うな変化 を示 すか が 調 べ られ 、 報 告 され る ように な s て きた 。 こ の よう
に 、 原料 由来 の 成 分 とビ ー ル 品質 との 関 係 を明 ら か にす る こ と あ る い は醸造工 程 中 の 成分

変化の 意 義を明 らか に す る こ と は 、
ビ ー ル 醸造 工程 を管理 し均

一
な ビ ール を造 る上 で 、 さ

ら に は 、 新 製品 を開発 し て い く上 で 不可欠 な こ とで あ る 。 演 者 らは こ れ らの観点か ら研究

を行 っ て お り、 こ こ で は こ れ まで に 得 られ たい くつ かの 知見 を紹介す る 。

1 ，麦汁 の 糖組 成 とビ ール 品質 の 関係

　　　最近 s
一定 の エ キス ％の 麦汁 に種 々 の 糖を添加す る ζ と に よ っ て 調製 し亢 、 高 濃度

　　発 酵用の 麦汁を用 い て 発酵試験 を行 う と 、 添 加 した 糖 の 種類 に よ っ て 発酵経過 が 異 な

　　 り、 グル コ ース 、 ス ク ロ ース と い っ た糖の 添加 で は 発酵終了時に マ ル トー
ス や マ ル ト

　　 ト リ オ ー
ス が 残存 し が ち に な る と い う報告 が な され た 。 ま た 、

ビ ール 中 の 非発酵性糖

　　の 含有量 が 、
ビ ー

ル の 味感の うち の
”

重 さ
”

と 関連 す るの に 対 して 、
マ ル ト　一一ス など

　　の 発酵性糖 は ビ P ・ル の 甘味に 影 響 を及 ぼす と の 報告 もな され た 。 今回 、 こ れ ま で 文献

　　的 に得 られ て きた知見 を も とに 、 酵 紊 剤 や糖 質副原料を 使用 して 調製 し た 、 糖 組成 を

　　異 にす る種 な の 麦汁 を用 い て醸 造 した ビー ル が 、 分 析値 的に あ る b は 官能的に どの よ

　　 うに 異 な るか を 検討 した 。

　　　ま ず 、 グ ル コ ー
ス あ る い は マ ル トー

ス と V っ た 副 原料 を 添加 し て 、 あ る  、 は 糖質分

　　解 用 の 酵素剤 を使 用す る こ と に よ っ て 種々 の 糖 組成 の 麦 汁 を調 製 し た 後 、 こ の 麦汁に

　　 ビール 酵母 を添舶 し 、 15 ℃ で 発酵 させ た 。 そ の 結 果 、   グ ル コ ー
ス を添 加す る と、

　　 マ ル ト
ー

ス あ る k、 は マ ル ト ト リオ ース が残 存 しが ち で あ り た 。 また それ らの 残存量 は

　　 グル コ ース 比 率が 上昇 す る と ともに 増加す る傾 向を 示 し た 。   グ ル コ ー
ス を添加す る

　　 と、 マ ル ト
ー

ス を添加 した場合 に比べ て イ ソ ア ミル ア ル Pt・一ル 及 び 、 酢酸 エ テ ル や酢

　　酸 イ ソ ア ミル と い り た 酢酸系 エ ス テ ル の 生 成 が 促進 され た 。 さ ら に 、 ζ れ らの 香気成

　　分の 生 成促進 量 は 添加 した グ ル コ ー
ス 量 に依存 し て 増加 した 。

2 。醸遭 工 程 中の 有機 酸及 び リ ン 酸 量 変化 と ビ ール 品質 と の 関係

　　醸造工 程 中の 有機 酸及 び リ ン 酸濃度 の 変化 の 遣程 を追 跡 し、 以下 の 知 見が 得 ら れ た 。

　 1 ） ク エ ン 酸 濃度 は 仕込 工 程 で も ほ と ん ど変 化 せ ず 、 さ ら に 麦 汁 中の 90 ％ 以 上 が 麦芽

　　　由 来で あ っ た こ とか ら 、 ビ ール 中 の 同酸を定鬣 す る こ とに よ っ て 、 そ の ビー ル の 原

　　　 料配 合 に 関す る知見 が 得 られ る 可能性が 示 唆 され た 。

　 2 ＞ ビ ロ グル タ ミ ン 酸は 麦汁煮 沸工 程 中に グ ル タ ミン が脱水縮 舎 す る こ とに よ り生威 し、

　　　そ の 生成 量 は 煮沸温 度 に依存 し て い た 。 こ の 結 果 よ りピ ロ グル タ ミ ン 酸 の 生 成過 程

　　　を 追 跡す る こ とに よ っ て麦 汁煮 沸状況の 譯価が 行え る と考 え られ た 。

　8 ） リ ン 酸 取 り込 み 量 、 ビ ル ビ ン 酸 及 び コ ハ ク酸生 成 量 は 発酵条 件 に 依存 し て 増減 し た 。

　 4 ）上面 発 酵酵 母 を用 い る と、 発酵液中 の 酢酸は 発酵 初期 段階 で 一且 増加 し 允後 速 や か

　　　 に 減 少 す る と い う特 異 的な 挙動 を 示 した 。 こ の 再 吸 収 された酢 酸が 、 ア セ チ ル CoAを

　　　経 て 酢 酸系 x ス テ ル や 瞶肪酸生 成 に利用 され て い る こ とを 、

i3
　C　

−gy酸を用い た 取 り

　　　 込 み 実 験 に よ り明 らか に1した 。

以上 の 結果 に 基づ き 、 ビー ル 原料 、 及 び醸 造工 程 と ビ ー
ル 品質 との 関係 に つ い て 考察を 加

え る 。
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